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第4章 楽しくいただくための食事のマナー
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30吸
い
物
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ど
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か
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物
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な
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に
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た
だ
き
ま
す
。
汁
物
は
吸
う
の
で
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な
く
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流
し
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む
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う
に
し
ま
し
ょ
う
。
お
か
ず
か
ら

お
か
ず
へ
箸
を
移
さ
ず
に
、
お
か
ず
と
ご
は
ん

を
交
互
に
い
た
だ
き
ま
す
。

●
右
手
に
箸
を
持
っ
た
ま
ま
器
を
取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

吸い物のいただき方

　　左手をそえてふたを開け、露を
切ってから返したまま右側に置く。

1　　椀を右手で取って、左の手のひ
らにのせ、右手で箸の中央部を上
から取る。

2

　　左手の人差指と中指のあいだに
箸をあずけ、正しい箸の持ち方を
する。（☜46p）

3　　まずは汁を一口、次に具を。箸
を置くときは、３と同様に左手に
あずけてから置く。

4

こ
の
振
る
舞
い
も
や
め
ま
し
ょ
う

×

器の持ち方や箸さばきは、吸い物のとき
と同じ。おかわりをするときは、器に一
口分だけ残してお願いする。

焼き物のいただき方

魚は片身を食べたあと、中骨をはがし
てから下の半身をいただく。骨は皿の
端に。裏返して反対側を食べないよう
に。

手を受け皿にしないよう。小
さい器なら、手に持って。

おかわりをいただいたときは、箸
を置き、器を受けとったらいった
ん膳の上に置く。

器を重ねると傷がつくこ
とがある。食器は必ず元
の位置に戻す。漆物は特
に傷つきやすい。

ごはんの次に、汁物や他の料理
を食べるときは、いったん箸を
置き、飯碗を下におろしてから。

×
⇦

ごはんのいただき方


